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得られないことに不満を抱くようになった（Arooran 1980：37；Hardgrave 1965：11）。 
植民地支配体制の中で政治的地位を高めようとすれば、バラモンのように植民地政府の行政
職や専門職に就くしかない。しかしそのためには、西洋的教育、特に英語教育が不可欠である。











                                                          
5 Madras Mail, 1 May 1909. 
6 地位の低いカーストが、己の地位を上げるために、カースト成員全員で上位カーストの慣習を模倣する
ことが、しばしば行われていた。 






































9 正式名称は、南インド自由連盟（South India Liberal Federation）であるが、その機関誌『正義 Justice』
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触民」全体の団結や不可触制度の弾劾を伴うものではなかった。 
この傾向に一石を投じようとしたのが、パライヤル（Paraiyar、「不可触民」の一カースト）

























サルに対抗して「パライヤル大衆協会 Paraiyar Mahajana Sabha」を設立し、機関紙『パライ
ヤン』を発行するなど、「不可触民」を前面に押し出した上で、差別解消のための活動を展開し
た11。しかし、肝心の「不可触民」の広範な支持を獲得するには至らず、20 世紀初頭には表舞
台から消えていった（Aloysius 2010、Geetha and Rajadurai 1998：97-113）。 












































断を余儀なくされた。そこで新たな指導者として EVR が選ばれたのである（Diel 1978：10-13、山下 1996：
315-336）。 




























                                                          
16 Speech at the Self-Respect Conference, 22 Nov. 1927, (Ramaswami 1994：32-37).  
17 Resolutions passed at the Tirunelvelli District Self-Respect Conference under the Presidentship of 































代表として政治活動を展開した人物が、「不可触民」出身の M・C・ラージャ（M.C. Rajah, 
1883-1943 年）である。彼は、正義党創設メンバーの一人であり、1920 年に正義党員として







このようなことでは、非バラモンの団結など不可能だと警告している。Newspaper Cuttings, Justice, 12 




23 1929 年 3 月、ティンネヴェリ県で開催されたシャイヴァ・シッダーンタ会議など。 
24 Report 1427c, Deputy Inspector-General of Police, 22 Jun. 1934, Under Secretary Secret Safe File 
896. 












1990: 517, 520）。 





























ル語擁護に変わったのを契機に EVR との共闘に踏み切り、1938 年末に EVR を党首に選出し













（Dravida Munnetra Kazhagam、DMK）と全インド・アンナー・ドラヴィダ進歩連盟27（All 
India Anna Dravida Kazhagam、AIADMK）が勢力を確立しており、その意味で非バラモン
運動は「主流化」したといってよい。なお、1947 年のインド独立後しばらくは、会議派州政権
が続いていた。その流れを変えたものが言語問題である。中央の連邦政府でも政権を握ってい




26 DK の若手有力メンバーであったアンナードゥライ（C.N. Annadurai、1909-69 年）が、1949 年に離党
して設立した。独立インド国家を評価し、その枠内で、政治活動を通じて州の権限を強化していくことを
目指した。 
27 DMK 党員で著名な映画俳優でもあったラーマチャンドラン（M.G. Ramachandran、1917-87 年）が、
党首カルナーニディ（K.Karunanidhi、1924 年～）と対立し、アンナードゥライの遺志を継ぐと主張して
1972 年に結党した。 
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た会議派は、1960 年代にヒンディー語を唯一の連邦公用語とする姿勢を示した28。これに対し
て DMK が激しい反対運動を展開し、1967 年州議会選挙で会議派から政権を奪取した。以後、
今日に至るまで、DMK と AIADMK が交互に政権を担う二大政党制が続いている29。 
非バラモン運動の主流化は、「不可触民」にとっては肯定的にも否定的にも作用してきた。肯
定的作用は、「不可触民」を含む後進階級への積極的差別是正措置





























29 より正確には、DMK と AIADMK をそれぞれ核とし、その周囲に小党が集結して連合を形成する二大
政党連合体制である。会議派も単独では有利に選挙戦を戦えず、選挙のたびに DMK か AIADMK のいず
れかと連立を組んで議席を確保している。 
30 殺害事件の背景には、1957 年に実施された連邦下院選挙および州議会選挙に伴うカースト・ヒンドゥー
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とカースト・ヒンドゥーのテーヴァル（Thevar）の相互襲撃で 80 名以上の犠牲者を出したが、
そのうち約 70 名は「不可触民」で占められた。1968 年には、タンジャーヴール県ヴェンマニ
村31 において、カースト・ヒンドゥーの地主に対し「不可触民」農業労働者が賃上げを要求し
たために、女性や子どもを含む 44 名が焼き殺された（Athreya and Chandra 2000、
Thirumaavalavam 2003：7, 169-74）。1978 年には、南アルコット県ヴィッルプーラムで、「不
可触民」と商店主の些細な口論を契機に、カースト・ヒンドゥーが「不可触民」居住区を襲撃

























きもしくはプラスチック製の使い捨て容器で茶を供されている。Hindu Online, 29 Jul. 2002、24 May 
2012. 
33 ヒンドゥー・ナショナリストの諸団体は、地域ごとに多種存在する。また、政治部門を担当するインド
人民党（Bharatya Janata Party、BJP）、思想面を担う世界ヒンドゥー協会（Viswa Hindu Parishad、
VHP）など、全国規模で活動する組織もある。これらを束ねる親組織が民族奉仕団（Rashtrya 



























                                                                                                                                                       
Swayamsevak Sangh、RSS）である。RSS は、植民地期にムスリムがマイノリティとしての政治社会的
権利を主張するようになったことに対抗するべく、1925 年に結成された。ガーンディーを暗殺したナトラ
ム・ゴードセーは、元 RSS メンバーであった。 
34 ヒンドゥー教の主神の一人シヴァ神の息子ガネーシャ（ガナパティ）を祭る 9 日間の祭り。元来は、各
家庭が、祭りの初日に市場で買い求めた陶土製のガネーシャ像を家庭内の聖所に祀り、最終日に井戸や川



































                                                          
35 かつて RSS メンバーだった「不可触民」で仏教に改宗（回帰）した人物へのインタービュー（2009 年
10 月 25 日、ハイデラバード G 地区）。 
36 ただし、「不可触民」も暴力的に対抗する例が増え、カースト・ヒンドゥー側にも死傷者が出るようにな
り、紛争が長期化したことも、記事化の背景として指摘できる。 






した点で特筆に価するのが、2002 年制定の強制改宗禁止法（Prevention of Forcible Religious 
Conversion Act）への抗議運動である。同法は、当時タミル・ナードゥ州政権を担っていた
AIADMK が起草したもので、強制あるいは便宜供与（食物提供、教育行為などを含む）によ
る集団改宗への誘導を禁止し、違反者には罰金 5 万ルピーと 3 年以下の禁固刑を課すと規定し
た。また、改宗対象が指定カーストや女性の場合は、罰金額および禁固期間を追加するとして
いた（Hindu, 6 Oct. 2002）。改宗するのは「不可触民」が大半を占めているために、「不可触
民」は、同法を、自分達の信仰の自由への侵害と解釈し、様々な抗議運動を展開した。各地で
キリスト教徒、ムスリムと合同の抗議集会が開催された。また、共同の抗議活動計画を練り、
抗議デモ、抗議の断食、宗教系教育機関の一斉休校などを実行した（Hindu, 11 Oct. 2002）。
ヒンドゥー寺院都市カーンチープーラム近郊のコーディラムバッカム村では、「不可触民」全
58 世帯が、「自分たちを不可触民扱いするような神など信仰できない」として居住区内の寺を












                                                          
37 1996 年に、村議会（Gram Panchayat）に「不可触民」への留保制度が導入された。しかし、メーラヴァ
ラヴ村では、「不可触民」の立候補者はカースト・ヒンドゥーから繰り返し妨害行為を受けた。1997 年 2
月に、「不可触民」のムルゲサン Murugesan が当選したものの、村議会事務所に入ることを妨害された。
ムルゲサンは 1997 年 6 月に県長官へ陳情書を提出したが、その帰路、支持者の 6 名とともに殺害された。
遺体は首を切断され井戸に投棄された。 
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なお、「不可触民」リーダーの一人ティルマーヴァラヴァン（Ramaswami Tirumaavalavan、
1962～）は、差別からの解放／逃避の手段としての改宗の有効性には否定的で、社会的抑圧と





府に申請して正式に「世俗名」に改名した（Tamil Nadu State Gazette, December 2002、Hindu, 





















                                                          
38 例えば、1997 年頃に発刊されたチェンナイ市街地図によると、アンベードカルの名を冠した地区は 3
箇所、道路は 16 本だが、2013 年時点で入手した地図（発刊年記載なし）では、28 地区、道路 33 本を数
えるまでになっている。 
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1998 年チェンナイで創設されたタミル・ナードゥ・ダリト女性運動（Tamil Nadu Dalit 
Women’s Movement, TNDWM）と、1988 年に結成され東京に本部をおく反差別国際運動





























                                                          
39 IDSN ウェブサイト http://idsn.org/front-page/（2012 年 11 月 14 日アクセス） 













導下で、完全に独立した政党組織（解放パンサー党 Viduthalai CHirutthaigal Katchi, VCK）
になっているが、その影響力も活動範囲もタミル語圏のタミル・ナードゥ州に限定されている。
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